
既存の科学の枠組みから
離れた地球規模の”食の安
全”総合科学の新たな開拓

研究能力・国際マネジメ
ント力・倫理観を伴った

総合的人材育成

拠点必要性❶ 拠点必要性❷

グローバルな
畜産衛生高度
専門家の養成

”食の安全”を担う新しい地球規模の融合的実践科学（「アニマル・グローバル・ヘルス」）の
構築を通じて国際的な畜産衛生高度専門家の育成を目指すプログラム

国立大学法人

帯広畜産大学
Obihiro University of Agriculture 
and Veterinary Medicine

平成20年度 文部科学省 「グローバルCOEプログラム」選定

「アニマル・グローバル・ヘルス」開拓拠点

生産 加工 流通 小売・外食

家畜生産性の向上と食の安全確保に関わる諸問題

世界人口の継続的増加
→乳肉の需要は倍増へ

❶世界の家畜生産の
現状と課題 ❷食の安全に対する課題

我が国の食料資源
→50％以上を輸入に依存

新興再興感染症 生産性の低下    食中毒・汚染   消費者の不安各種偽装

食卓農場

家畜生産性の向上と食の安全確保が必要
課題１

社会と時代の要請

食の安全に関わる専門家が不足している
課題２ 高度専門家教育研究機関の必要性

予期しない病原体の侵入発生リスクと
食の安全を確保するシステムの脆弱性

世界の家畜の70％を途上国で飼育
しかしながら生産量は30％程度

畜産科学獣医学

畜産衛生学
我が国初の獣医学分野と畜産学分野の融合科学
動物由来食品の安全性評価と生産・加工・流通の衛生管理

家畜生産性の向上

課題

食の安全の確保

課題課題

”食の安全”を担う畜産衛生学に特化した国際的教育研究組織
世界オンリーワン”専門店型”単科大学を指向

平成14年度採択 
帯広畜産大学 
21世紀COE
プログラム

動物性蛋白質資
源の生産向上と
食の安全確保

拠点により推進

我が国唯一の畜産
衛生学博士課程
大学院

畜産衛生学専攻
博士前期・後期課程

新専攻の設置

Since 2006

『食』に関わる現状と課題

新学際分野「アニマル・グローバル・ヘルス」の構築へ

獣医学・畜産科学を
一体化させた

地球規模の
融合的実践科学「アニマル・グローバル・ヘルス」

恒久的に続く地球レベルの「汎・環境変化」

感染症流行の勃発 食の安全の信頼低下
家畜生産性の停滞 食に関する倫理欠如

食の安全に関わる諸問題

地球規模の視点で 包括的に捉える

畜産衛生学の必然的なボーダーレス化

融合

発展



❸セルユニットへの
AGH研究者参加

世界に伍する能力を有する畜産衛生学特化型専門家の育成へ

機動的教育研究単位「セルユニット」による拠点運営

フィールド ラボ

時間

空間

国際展開

国内還元

未来担保
恒久的に続く
地球レベルの
「汎・環境変化」

先端的研究成果の展開
国際研究資源の導入
フィールドでの実践的教育

特任教員

研究員
技術員

大学院生

教員

シニア
教員

セルユニット
【機動的教育研究単位】

食の安全を担う
”地球規模”畜産衛生

アニマル・グローバル・ヘルスの
時空間的展開

畜産衛生特化型
高度専門家の輩出

「セルユニット」を中心とした教育研究活動による学際分野創生と人材育成

【学術領域開拓】
従来の学問の枠組みから離れ、
小単位の融合研究の積み重ねに
より新しい総合学術領域の創出
を計る

【研究活動】と【人材育成】
フィールドとラボ間の距離を狭
め、シニアから若手による少人
数指導を実施することにより、
時空間軸を持つ高度専門家の育
成体制を構築する

セルユニット
【機動的教育研究単位】

特任教員

研究員
技術員

大学院生

教員

シニア
プロフェッサー

ユニット責任者
（事業推進担当者）

国内外の先駆的研究者を
特任教授としての招聘

将来の指導者候補として
特任助教として採用

畜産衛生学高度専門家の
若手シーズ

未
来

国際

国内

海外連携
クラスター

国内連携
クラスター先端的研究成果の展開

国際研究資源の導入
フィールドでの
実践的教育

教員
大学院生
研究員等

畜産衛生学専攻

大動物特殊疾病
研究センター

原虫病
研究センター

他の大学院
専攻・
センター

セルユニットの
人材ソース

❶教員による
セルユニット活動提案

❷セルユニットへの
大学院生参加

Nature 05年5月
鈴木宏志教授ら

Science 04年2月
宮沢孝幸助教授ら
（現・京都大学）

Cell 06年8月
嘉糠洋陸教授ら

　　毎年平均100報の継続的掲載
　　国際的高評価の学術誌への研究成果発表質

量
　　　約35％が国際研究フィールド
　　（発展途上国等）と関連した研究成果

外

国際的視野に立脚した畜産衛生学の高い研究実績

国際連携
ネットワーク

豊富な
フィールド
研究経験

畜産衛生学に
特化した
大学院の設置

セルユニットによる
フィールド研究活動
を通じて、地球規模
の動物衛生および環
境衛生を指向した研
究を展開し、新しい
学問領域を開拓する

動物性蛋白質資源の生産向上と食の安全確保
平成14年度～平成18年度　帯広畜産大学 21世紀COEプログラム

「アニマル・グローバル・
ヘルス」開拓拠点

国際的畜産衛生学
高度専門家の育成

発表された国際学術論文の総数21世紀COEプログラムによって 515

”食の安全”を担う
新しい総合学術領域
の構築

農場 食卓生産 加工 流通 小売・外食

AGH環境衛生プログラムAGH動物衛生プログラム

家畜生産学＋
感染免疫学
+国際性

農業経済学＋
獣医疫学
+国際性

食品衛生学＋
法医学
+国際性

バイオセキュリティ
セルユニット

フィールド衛生経営
セルユニット

動物共進化疫学
セルユニット

流動プログラム

AGH拠点未来支援プログラム AGHトレーニングプログラム

｝
｝

｝【学術領域開拓】

【人材育成】

【研究活動】AGH教育研究ネットワーク先進国連携
クラスター

国内連携
クラスター

アジア・アフリカ連携
クラスター

家畜生産性の向上と食の安全確保に関わる研究対象フロー

畜産衛生
高度専門家の養成

専門家招聘（シニア
プロフェッサー）に
よる研究分野補完

セルユニット活用
”三位一体型”
戦略的人材育成
国際社会における
総合マネジメント
能力の育成

❶

研究者・技術者
倫理を含めた

リーダー育成総合教育

❷

アニマル・グローバル・
ヘルスの

専門研究能力の向上

❸

●計23個の
セルユニットを構築
●延べ40を越える
国際展開用フィールド
（アフリカ・東南アジア
地域）との連携

セルユニットが持つ
アドバンテージ

本拠点でのセルユニット


